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１　事業の概要
① 事業概要

②平成28年度の実績・活動内容・効果・課題等

③平成29年度以降の事業計画

④対象（誰、何を対象としているのか） ⑤意図（この事業によって、対象をどう変えるのか）

⑥結果（どんな結果に結び付けるのか）

３ 主な支出状況

総合戦略主要事業担当課評価シート

31年度

所属係 課長名コミニティ・市民連携係 三澤　英和

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

27年度

28年度

29年度

良好な生活環境の保全を図り、あわせて空家等の活用を促進する。

空家 空家の解消、空家の適正管理を実現

１．実績・活動内容
①実態調査の実施：210棟を空家候補として判定、101棟の所有者の意向調査、210棟のデータベース化
②苦情対応：42件
２．効果：平成28年度に実態調査により現状を把握したため、効果については平成29年度以降に評価
３．課題：所有者等の問題意識等の醸成、相続等の様々な問題、旧耐震基準の建物が多いことなど

30年度

なし

①需用費：7,475円
②役務費：3,570円
③委託料：7,197,710円（実態基礎調査業務委託：199,310円、実態調査業務委託：6,998,400円）

予算額
①需用費：10,000円
②役務費：31,000円
③委託料：686,000円（実態調査業務委託：データベース更新）

30年度

年度 主な支出内容（件名、金額を記載）

１．実績・活動内容実態調査の実施（データベースの更新）
２．苦情対応
３．対策の検討（協議会の設置、計画、対策等の検討）

所属部 生活環境部 所属課 まちの振興課２．安心・安全なまちづくりを推進する

②だれもが安心して暮らせる防犯体制づくり

空家対策事業

基本目標

施策名

事業名

目標値

適正に管理されていない空家等が防災、衛生、景観等の周辺住民の生活環境に影響を及ぼしていることから、空家
化の未然防止、空家の解消、空家の適正管理を実現することにより、良好な生活環境の保全を図り、あわせて空家
等の活用を促進するものである。

29年度 31年度26年度 27年度 28年度単位指標


